
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：21－023） 

 

１ 第 20 回ミクロネシア大統領サミット（MPS）後のオンライン記者会見で、

議長を務めたナウルのエニミア大統領は、ミクロネシア地域は太平洋諸島フォ

ーラム（PIF）から離脱する立場に変更はない一方、PIF の指導者との「議論は

続いている」と述べた。 

 今回の MPS は「ミクロネシア地域を行き渡る持続可能な輸送と貿易」をテー

マにオンラインで開催され、COVID-19、気候変動、食糧安全保障、輸送コスト

の高騰、干渉的な（intrusive）地政学、セキュリティ問題、そして PIFからの

脱退が議論された。大統領らはコミュニケで、「ミクロネシア地域を国際レベ

ルに位置付ける重要性を認識」し、法的地位を有する公式事務局を新たに設置

する取り組みを開始することとした。また、気候変動に起因する海面上昇に直

面する海域の保全についての宣言を支持することを再確認した。太平洋の首脳

らは 8 月、海面が上昇した場合でも変わらない恒久的な海上境界を設定するこ

とを合意している。次回の第 21回 MPSは、ミクロネシア連邦がホストすること

も発表された。 

その他、ナウルのエニミア大統領は、パラオをトラベルバブル成功のリーダ

ーとして注目しており、他のミクロネシア各国にとって、COVID-19 の中で国境

を開放して旅行客を呼び込むにモデルになる可能性があると述べた。 

原文 

（3rd September 2021, Island Times） 

原文 

（3rd September 2021, Island Times） 

原文 

（7th September 2021, Island Times） 

 

２ 海上自衛隊で最大級の護衛艦「かが」等 3 隻で構成されるインド太平洋方

面派遣訓練（IPD）部隊と、パラオの巡視船 KEDAM（日本財団供与）及び

REMELIIKⅡが親善訓練を実施した。パラオと海上自衛隊の親善訓練は初めて。

同訓練を通じ、両国は「自由で開かれたインド太平洋」を実現するための二国

間の防衛協力を更に深めた。翌日には、ウィップス大統領らが KEDAM に乗船し

て護衛艦 3 隻を視察するとともに、池内群司令がパラオ海上法令執行部（DMLE）

庁舎の前でウィップス大統領を表敬訪問した。 

表敬訪問終了後、池内司令官は 75着の柔道着をパラオ柔道連盟アグオン会長

とアンソン副会長に贈呈した。この柔道着は、日本の「パラオ柔道キッズサポ

ートサークル」がパラオ柔道連盟の要請に応じ、募金により購入した。 

原文 

https://islandtimes.org/micronesia-continues-dialogue-with-pif-but-position-to-leave-the-forum-has-not-changed/
https://islandtimes.org/nauru-president-palau-travel-bubble-offers-model-for-micronesia/
https://islandtimes.org/palau-fsm-rmi-kiribati-and-nauru-to-form-mps-secretariat/
https://islandtimes.org/largest-japan-maritime-self-defense-force-ship-scheduled-to-anchor-at-malakal-bay-from-sept-2-4/


（3rd September 2021, Island Times） 

原文 

（7th September 2021, Island Times） 

※参考：在パラオ日本国大使館（リンク①、②参照） 

 

３ 日本政府と国連開発プログラム（UNDP）は、パラオ、フィジー、バヌアツ

の COVID-19 対応・回復のための 3 年間・420 万ドルの助成に署名した。パラオ

の国境管理機関では、最新の ICT ソリューションによって、空港での旅客出入

国に関する専門的な技術サポートを受ける。同国財務相は式典で、日本政府と

国民に感謝しつつ、「観光はパラオの主要産業であり、このプロジェクトを通

じて、新型コロナに対する安全を確保しつつ、着実な経済回復に向けた措置を

講じることを目指す」と述べた。 

原文 

（31st August 2021, Island Times） 

※参考：在パラオ日本国大使館（リンク参照） 

 

４ 在ミクロネシア連邦豪州大使が、ミクロネシア連邦（FSM）の国境管理・

海上監視部本部及び巡視船 Micronesiaを視察し、ピーター司令官以下の歓迎を

受けた。FSM は豪州から巡視船を受け取った最初の太平洋島嶼国の一つ。同大

使は、「FSM は巡視船の維持に関してプログラム内でも評判である」と述べ、

30 年以上経過した FSM の巡視船のコンディションに感銘を受けたと語った。同

大使はまた、豪州は新たなガーディアン級巡視船を来年供与することを楽しみ

にしていると述べた。 

原文 

（1st September 2021, Kaselehlie Press） 

 

５ ミクロネシア連邦（FSM）では、8月 24日時点で成人人口の約 57%がワクチ

ン完全接種を終えた。また、これまではモデルナ製とジョンソン・エンド・ジ

ョンソン製のみだったが、国は先日ファイザー製ワクチンを入手した。コスラ

エ州では米国疾病予防管理センター（CDC）の支援を受けて、12 歳から 17 歳の

ワクチン接種を開始しており、FSM政府は他の州にも広げたい考えだ。 

 8 月 18 日以降、パラオやグアムから各州への本国帰還便が続いている。また、

9 月 30 日には、エンジニア、医療従事者、教師などのエッセンシャル・ワーカ

ーの到着も予定されている。 

原文 

（1st September 2021, Kaselehlie Press） 

 

６ 英国政府は、フィジー、バヌアツ、ソロモン諸島、トンガの延長大陸棚

（Extended Continental Shelf：ECS）申請を支援するため、太平洋共同体

（SPC）との 35 万 9 千ドルの協定に署名した。ECS 提出に向けた各段階で適切

な支援を行い、太平洋島嶼国の能力構築を図る。 

原文 

https://islandtimes.org/president-whipps-and-his-delegation-view-three-japan-maritime-self-defense-force-ships-from-kedam-and-commander-ikeuchi-pays-a-courtesy-call-on-president-whipps/
https://www.palau.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00306.html
https://www.palau.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00308.html
https://islandtimes.org/japan-and-undp-signed-4-2-million-usd-grant-to-enhance-border-management-for-covid-19-response-and-recovery-in-palau-fiji-and-vanuatu/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press1_000592.html
https://news.pngfacts.com/2021/08/uk-government-supports-pacific-island.html


（29th August 2021, Papua New Guinea Today） 

 



 



 

 


